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本
が
売
れ
な

い
、
雑
誌
が
売

れ
な
い
―
―
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
子
書
籍
の
普
及
で
紙

メ
デ
ィ
ア
が
喘
ぐ
な
か
、
新

聞
だ
け
は
軽
減
税
率
の
対
象

に
な
っ
た
。

　
「
報
道
・
言
論
に
よ
り
民
主

主
義
を
支
え
、（
略
）公
共
財

と
し
て
の
新
聞
の
役
割
が
認

め
ら
れ
た
」。
日
本
新
聞
協

会
は
軽
減
税
率
の
適
用
を
受

け
、
声
明
で
こ
う
記
し
た
。

　

国
民
の
知
る
権
利
に
応

え
、
権
力
を
監
視
す
る
新
聞

の
使
命
が
い
っ
そ
う
の
重
み

を
増
す
な
か
、
１
日
の
各
紙

の
社
説
に
は
「（
増
税
し

た
）
安
倍
首
相
の
決
断
を
評

価
し
た
い
」「（
10
％
の
先

の
）
負
担
増
の
議
論
は
避
け

て
通
れ
な
い
」
と
の
文
言
が

踊
っ
た
。
ま
と
も
な
検
証
な

く
盲
目
的
に
増
税
を
支
持

し
、
再
増
税
を
叫
ぶ
こ
と
が

公
共
財
の
役
割
な
の
か
。
政

権
へ
の
エ
ー
ル
は
軽
減
税
率

の
見
返
り
の
よ
う
だ
。

　

折
し
も
４
日
付
の
雑
誌

『
週
刊
朝
日
』は
大
企
業
へ
の

減
税
の
実
態
を
特
集
し
た
。

軽
減
税
率
を
受
け
ぬ
雑
誌
や

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
方
が
公

共
的
に
有
益
で
は
な
い
か
、

と
言
い
た
く
も
な
る
。
も
は

や
新
聞
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
求
め
る
の
は
酷
か
。（
Ｙ
）

シ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
処
置

４面に詳細を掲載

12月に新規保険収載11／９ 指導対策講習会
指
導
対
策
講
習
会
〜
カ
ル
テ
は
あ
な
た
を
守
る
公
文
書

今号同封の医療費助成の拡充を求める署名
と妊産婦医療費助成の創設を求める署名　

近
畿
厚
生
局
へ
厳
重
抗
議

個
別
指
導
で
事
務
官
が
暴
言

　

新
規
個
別
指
導
や
個
別
指

導
を
め
ぐ
り
、
会
員
か
ら

「
指
導
の
場
で
暴
言
や
恫
喝

を
受
け
た
」
と
の
報
告
が
協

会
に
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
社
保
研
究
部
は
「
懇
切

丁
寧
に
行
う
」
と
定
め
た
指

導
大
綱
に
反
し
、
人
権
侵
害

に
も
当
た
る
こ
と
か
ら
事
態

を
重
く
受
け
止
め
、
当
該
事

務
官
へ
厳
重
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
同
局
長
に
「
管
理
・

監
督
責
任
を
果
た
し
、
再
発

防
止
と
改
善
に
努
め
る
よ
う

求
め
る
」
と
要
請
し
た
。

　

会
員
か
ら
の
報
告
で
は
、

弁
護
士
の
帯
同
を
諦
め
さ
せ

る
よ
う
な
誘
導
や
、
持
参
物

の
軽
減
相
談
を
拒
否
す
る
よ

う
な
対
応
も
あ
っ
た
と
い

う
。
弁
護
士
の
帯
同
に
つ
い

て
同
局
は
２
０
１
８
年
の
保

団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
要
望

に
対
し
、「
一
定
の
条
件
の

下
、
帯
同
を
認
め
て
い
ま

す
」
と
回
答
。
持
参
物
に
つ

い
て
は
通
知
文
で
「
書
類
が

膨
大
に
な
る
場
合
は
、
当
課

あ
て
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
記
載
し
て
お
り
、
事
務
官

実
施
す
る
こ
と
が
大
前
提

だ
。
近
畿
厚
生
局
大
阪
事
務

所
の
事
務
官
の
悪
質
な
言
動

は
全
国
的
に
も
極
め
て
異
常

で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。

　

協
会
・
保
団
連
は
こ
の

間
、
技
官
か
ら
の
暴
言
や
人

　

個
別
指
導
は
指
導
大
綱
に

基
づ
き
、「
懇
切
丁
寧
」
に

か
ら
老
人
医
療
費
助
成
制
度

を
廃
止
。
新
た
に
重
度
障
が

い
者
医
療
費
助
成
制
度
を
つ

く
り
ま
し
た
。
新
制
度
で

は
、
難
病
患
者
で
あ
っ
て
も

障
害
年
金
１
級
以
外
は
助
成

の
対
象
外
と
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

は
月
１
万
円
を
超
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
老
人
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
に
な
っ
た

お
か
げ
で
１
回
５
０
０
円
で

済
む
よ
う
に
な
り
、
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
府
は
〝
制
度

の
対
象
者
と
給
付
の
範
囲
を

真
に
必
要
な
者
へ
選
択
・
集

中
す
る
〞
と
し
、
18
年
４
月

科
、
整
形
外
科
、
内
科
な
ど

複
数
受
診
し
て
い
ま
す
。
内

科
で
も
循
環
器
、
消
化
器
、

免
疫
内
科
な
ど
受
診
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
一
医
療
機
関

の
自
己
負
担
上
限
額
は
１
回

５
千
円
で
す
が
、
多
い
時
に

　

２
０
１
４
年
に
難
病
法
が

成
立
し
、
15
年
４
月
か
ら
65

歳
以
上
の
難
病
患
者
は
大
阪

府
の
老
人
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
難
病
患
者
の
多
く
は
一

つ
の
医
療
機
関
だ
け
で
は
な

く
、
皮
膚
科
、
歯
科
、
眼

　

内
部
疾
患
を
抱
え
る
難
病

患
者
は
身
体
障
害
者
手
帳
を

取
得
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
府
は
制
度
の
見

直
し
の
際
、
障
害
年
金
１
級

の
難
病
患
者
は
９
０
０
人
と

見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現

時
点
で
同
制
度
の
新
規
申
請

者
は
府
下
で
わ
ず
か
８
人
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
現
在
は
３
年
間

の
経
過
措
置
期
間
中
で
助
成

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
21
年

４
月
以
降
は
対
象
外
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
難
病
法
で

指
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
府
は
障
害
年
金
１
級
と
い

う
厳
し
い
要
件
を
持
ち
出
す

の
か
。
全
く
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
す
べ
て
の
難
病
患
者
が

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
医
療
費
助
成
制
度

の
改
善
を
訴
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

近
畿
厚
生
局
の
「
高
圧
的
」
な
指
導
問
題
を
受
け
、
社
保
研
究
部
は
指
導
対
策

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
講
習
会
を
11
月
９
日
に
開
く
。
講
師
は
同

部
講
師
団
が
務
め
る
。

　

保
団
連
発
行
の
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０
１
７

年
８
月
版
』
を
基
に
カ
ル
テ
記
載
上
の
ポ
イ
ン
ト
や
指
導
で
指
摘
さ
れ
や
す
い
点

な
ど
、
傾
向
と
対
策
を
詳
し
く
解
説
す
る
。
申
し
込
み
は
協
会
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
事
務

局
（
℡
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１
）
ま
で
。

◇

日
時　

11
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時　
　

定
員　

１
０
０
人

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

１
千
円

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０
１
７
年
８
月

版
』　

※
貸
出
は
あ
り
ま
せ
ん

弁護士帯同は悪い先生がやること

　

近
畿
厚
生
局
指
導
監
査
課
の
事
務
官
が
指

導
対
象
の
歯
科
医
師
を
侮
辱
し
、
人
権
侵
害

の
暴
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
問
題
を
受
け
、

社
保
研
究
部
は
９
月
24
日
、
同
局
に
抗
議

し
、
改
善
を
求
め
る
要
請
文
を
提
出
し
た
。

　

協
会
や
市
民
団
体
な
ど
で
つ
く
る
「
福
祉
医
療
の
拡
充

を
求
め
る
大
阪
実
行
委
員
会
」
は
、
府
の
医
療
費
助
成
制

度
の
改
善
と
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
て

請
願
署
名
に
取
り
組
む
。
重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
湯
川
英
典
さ
ん
（
全
国
膠
原
病
友
の
会
大

阪
支
部
長
）
の
訴
え
を
紹
介
す
る
。

の
対
応
は
同
局
の
〝
方
針
〞

に
も
反
し
て
い
る
。

　

要
請
文
で
は
、
①
事
務
官

の
言
動
に
つ
い
て
事
実
関
係

を
調
査
②
弁
護
士
帯
同
や
カ

ル
テ
持
参
の
軽
減
相
談
を
拒

否
す
る
よ
う
な
対
応
を
と
ら

な
い
よ
う
職
員
へ
の
徹
底
③

再
発
防
止
と
個
別
指
導
の
円

滑
で
正
常
な
実
施
を
目
的
に

協
会
と
年
１
回
の
意
見
交
換

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
―
―

を
要
望
。
１
カ
月
以
内
に
回

答
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

権
侵
害
の
是
正
に
取
り
組

み
、
弁
護
士
帯
同
や
録
音
を

認
め
さ
せ
る
な
ど
指
導
の
民

主
化
に
努
め
て
き
た
。
事
務

官
に
よ
る
暴
言
を
断
じ
て
許

さ
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、

厚
生
局
が
再
発
防
止
に
取
り

組
む
よ
う
働
き
か
け
、
会
員

の
人
権
を
守
る
た
め
に
公
正

な
指
導
の
実
現
へ
向
け
運
動

し
て
い
き
た
い
。

難
病 

対
象
外
は
理
解
で
き
ぬ

全
国
膠
原
病
友
の
会
大
阪
支
部
長
・
湯
川
英
典
さ
ん

平
尾
清
司
社
保
研
究
部
長

断
じ
て
許
せ
な
い

近
畿
厚
生
局
が
あ
る
大
阪
合
同
庁
舎
第
４
号
館

【寄せられた暴言事例（抜粋）】
■被指導者が「カルテ枚数が多いので、
（指導に）不必要な期間分は減らしてほし
い」と事前に電話で相談したところ、事務
官から「（カルテを）持ってこられないの
は、先生が悪いことをしているからです
か？」と対応された。
■事前に厚生局に弁護士帯同を申し出たと
ころ、「弁護士の帯同は、悪いことをして
いる先生がやることです」と返答した。

記者会見で医療費助成の改善を訴える
湯川さん（中）＝９月24日、府庁　　

拡充拡充
へへ

のの
医療助成医療助成

拡充拡充
のの

医療助成医療助成

へへ

憲法署名 今号同封
　「憲法を守り、生かす署
名」用紙を今号に同封してい
ます。戦争しない未来のため
にご協力をお願いします。

社保研究部

　９月25日に開かれた厚労
省の中央社会保険医療協議
会（中医協）総会でハイブ
リッドコートⅡの保険収載
が提案され、承認された。
12月から保険適用になる予
定。同技術は、う蝕治療時
の間接修復や疼痛、二次う
蝕の抑制を目的に使われ
る。詳細は４面に掲載。


